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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

各樹種の凍霜害危険度予測モデル（2013，2014）を用いて、生育ステージごとに予想気温から

凍霜害の危険度を推定できる『果樹の凍霜害危険度推定シート』を作成した。本シートを活用す

れば、果樹の防霜対策を効果的に実施できる。 

                                                     

（１） 各樹種ともに生育ステージの進行に伴って、低温に弱くなるので防霜に対する備えを強化

する必要がある（図１）。 

（２） リンゴでは展葉初期～花蕾着色期、オウトウでは花蕾露出期～花弁露出期の生育ステージ

から低温に弱く、これらの樹種では開花期以前から十分に注意する必要がある（図１）。 

（３） 果樹の凍霜害危険度推定シートは、該当する生育ステージに予想される最低気温を入力す

ることで凍霜害の危険度を推定することができるため、防霜対策を効率的に実施すること

ができる（図２）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 果樹の凍霜害危険度推定シートを利用することで、防霜対策に対する意識が高まり、また、

適切な防霜対策が実施されることで凍霜害の発生を抑制できる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 本県果樹産地 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 凍霜害危険度は、入力した予想気温に１時間遭遇した場合、3 割以上の花芽・花器・幼果に

障害が発生する確率である。 

（２） 果樹の凍霜害危険度推定シートに入力する予想気温は、気象庁が提供する地域時系列予報

を参考に、自園で予想される最低気温を入力する。 

（３） 防霜対策の準備に当たっては、各樹種の「生育ステージ別安全限界温度」を参考とする。 

（４） 果樹の凍霜害危険度推定シートは、福島県農業総合センターのホームページから入手する

ことができる。  
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Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 果樹の生育ステージ別凍霜害危険度予測モデル 

 
図２ 果樹の凍霜害危険度推定シート（ニホンナシの例） 

注）危険度の数値が大きくなるほど、防霜対策の必要性が高くなります。 
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